
白
滝
に
テ
レ
ビ
中
継
所

十
二
月
定
例
町
議
会
か
ら
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十
二
月
定
例
町
議
会
は
、
十
二
月
二

一
十
五
日
、
午
前
九
時
五
十
分
か
ら
、
長

一
浜
町
休
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

司
こ
の
定
例
会
に
は
、
十
九
の
議
案
が

一
上
程
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
、
原

一
案
の
と
お
り
可
決
決
定
し
ま
し
た
。

ヒ
一
な
お
、
今
回
の
町
議
会
に
は
、
陳
情

ょ
‘
一
一
件
が
提
出
さ
れ
、
採
択
し
、
午
後
零

一
時
四
十
分
に
閉
会
し
ま
し
た
。

ま
一
こ
の
議
会
で
き
め
ら
れ
た
、
お
も
な

i
一
と
と
が
ら
は
、
つ
管
の
と
お
り
で
す
。

日

一

議

案

:
一
①
昭
和
四
十
一
年
度
長
浜
町
般
会
計

:
一
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

文
一
②
昭
和
四
十
一
年
度
長
浜
町
特
別
会
計

一
決
算
の
認
定

艮
一
決
算
の
詳
細
は
、
広
報
な
が
は
ま
方

幸
一
亘
平
三
号
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で

E
i
-
-
木
号
で
の
説
明
は
、
省
略
し
ま
す
。

喜
一
①
町
道
大
戸
山
線
新
設
費
追
加

ー
一
当
町
肱
川
流
域
、
豊
茂
、
そ
れ
に
海

一
岸
地
区
の
二
部
分
で
、
テ
V
ピ
の
受
像

九
-
e
完
全
に
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

N
H

一
K
と
折
衝
の
結
果
、
グ
長
浜
中
継
所
H

m一
の
設
置
が
決
ま
り
ま
し
た
。

発
一
そ
れ
に
伴
う
、
工
事
用
の
道
路
を
、

回
一

N
H
K
と
、
民
間
放
送
と
、
そ
れ
に
町

日
一
と
三
者
で
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

晶
一
民
間
放
送
の
テ
レ
ビ
塔
の
設
置
は
遅

じ
一
れ
る
よ
う
な
の
で
、
と
り
あ
え
ず
、

N

一
H
K
と
、
町
と
で
道
路
を
つ
け
て
お
き

一
あ
と
か
ら
、
民
間
放
送
が
、
加
入
し
て

日
一
く
る
場
合
に
は
、
別
に
、
負
担
金
を
出

初
一
し
て
も
ら
っ
て
、
処
理
を
し
て
ゆ
く
と

戸
ゅ
一
い
ろ
、
内
容
の
道
路
で
す
。

引
一
場
所
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
調
査

必
一
さ
れ
た
結
果
、
白
滝
公
園
の
上
に
あ
る

和
一
「
大
戸
山
」
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ

昭
一
た
も
の
で
す
。

一
開
局
は
、
四
月
十
五
日
の
見
込
み
で

一
す
。
@
長
浜
中
学
校
通
学
補
助
金
条
例

四
月
か
ら
、
実
質
続
合
が
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
、
遠
.
距
離
通
学
生
徒
に
対
し

(一)

す
べ
て
の
事
務
ゃ
、
補
償
の
給
付
を
、

組
合
が
処
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

そ
の
他
非
常
勤
の
教
育
季
員
、
農
業

委
員
等
の
行
政
委
員
、
調
査
委
員
、
専

門
委
員
会
等
の
各
種
委
員
、
区
長
、
統

計
調
査
員
、
そ
の
他
嘱
託
委
員
等
に
っ

て
補
助
金
を
交
付
し
て
、
保
護
者
負
担
一
い
て
も
組
合
を
設
立
し
て
共
同
処
理
す

の
軽
減
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
る
こ
と
が
町
村
会
に
お
い
て
、
種
々
検

①
長
浜
中
学
校
寄
宿
舎
(
な
ぎ
さ
寮
)
一
討
を
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
複
雑

設

置

条

例

一

多

岐

に

わ

か

れ

て

い

る

た

め

、

早

急

に

統
合
に
伴
っ
て
、
教
育
委
員
会
が
認
一
結
論
で
き
な
い
の
で
組
合
が
設
立
さ
れ

定
し
た
通
学
関
難
な
生
徒
を
入
舎
さ
せ
一
る
ま
で
は
、
さ
し
あ
た
り
、
条
例
で
処

て
、
教
育
条
件
の
改
善
を
図
り
、
優
秀
一
貫
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
生
徒
を
育
成
し
、
保
護
者
負
担
の
軽
一
U

愛
媛
県
消
防
団
員
等
災
害
補
償
退
職

減
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
↑
報
償
金
組
合
規
約
の
一
部
変
更

⑥
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
条
一
消
防
団
員
に
つ
い
て
は
、
今
回
、
賞

例

一

じ

ゅ

っ

金

制

度

が

新

た

に

加

え

ら

れ

団

⑦
愛
媛
県
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
一
員
が
活
動
中
死
亡
し
た
場
合
、
国
が
二

償

組

合

規

約

条

例

一

百

万

円

、

県

が

百

万

円

、

町

が

百

万

円

公
務
災
害
補
償
に
つ
い
て
は
、
地
方
一
合
計
四
百
万
円
が
災
害
補
償
金
の
他
に

公
務
員
法
お
よ
び
‘
労
働
基
準
法
に
、
一
加
え
て
支
給
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し

そ
の
根
本
規
定
が
あ
り
、
条
例
で
定
め
↑
た
。

て
い
る
も
の
は
、
消
防
団
員
と
、
災
害
一
⑦
長
浜
町
公
営
企
業
職
員
の
給
与
条
例

対
策
従
事
者
に
対
す
る
も
の
の
、
二
つ
一
昭
和
四
十
三
年
度
か
ら
、
上
水
道
が

だ
け
で
、
そ
の
他
の
公
務
員
は
、
根
本
一
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に

的
な
規
定
の
み
で
、
公
務
災
害
の
認
定
一
な
り
ま
し
た
の
で
、
公
営
企
業
職
員
の

や
、
補
償
額
の
決
定
等
は
.
市
町
村
の
一
給
与
の
種
類
と
基
準
と
が
定
め
ら
れ
ま

自
由
裁
量
に
ま
か
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
一
し
た
。

の
統
一
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
⑬
契
約
の
締
結

こ
れ
に
よ
っ
て
、
常
勤
の
公
務
員
に
一
去
年
七
月
か
ら
、
十
月
中
旬
ま
で
の

つ
い
て
は
、
国
で
基
金
を
設
立
し
、
非
一
干
ば
つ
に
よ
る
利
子
補
給
の
債
務
負
担

常
勤
公
務
員
は
、
条
例
で
定
め
る
こ
と
一
行
為
に
属
す
る
も
の
で
、
予
算
と
し
て

と
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
こ
で
一
今
回
地
一
は
四
十
三
年
度
以
降
に
な
る
の
で
、
資

方
公
務
員
災
害
補
償
法
が
制
定
さ
れ
、
一
金
の
貸
付
の
条
件
と
し
て
の
損
失
補
償

昭
和
四
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
、
施
一
お
よ
び
、
利
子
補
給
の
契
約
で
す
。

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
@
昭
和
四
十
二
年
度
長
浜
町
一
般
会
計

そ
の
う
ち
、
議
会
議
員
に
つ
い
て
は
一
補
正
予
算

本
県
内
で
、
一
部
事
務
組
合
を
つ
く
り
一
老
人
ホ

l
ム
の
納
骨
塔
新
設
工
事
費

そ
の
事
務
を
共
同
処
理
す
る
こ
と
に
な
一
な
ど
を
補
正
し
、
総
額
二
百
十
九
万
円

り
ま
し
た
の
で
、
負
服
金
を
納
入
し
て
一
を
追
加
し
ま
し
た
の
で
、
一
般
会
計
の

12月の町政日誌
1日 福山ゴム工業株式会社

と、宗栄産業株式会社

の工場誘致きまる

昭和41年度一般会計と

特別会計の決算審査

国から干害による天災

融資資金額4.500万円

と決定ー

天災融資申込者適格審

査

青少年補導者連絡会

老人学級

長浜町地域開発委員会

工場誘致部会(福山ゴ

ムヱ業株式会社と、宗

栄産業株式会社等の従

業員募集について協議)

12月定例町議会
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愛媛県喜多郡
発行所
長浜町役場13日

15日

20日 岸本印刷所

12月の人口動態
男 7，445 出生 14
女 8，230 死亡 12
計 15，675 婚矧 8 
世帯数 3.969 離婚 。

(末日現在)
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予
算
総
額
は
‘
三
億
六
千
六
百
二
十
八

万
四
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

⑩
昭
和
四
十
二
年
度
長
浜
町
農
業
共
済

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

去
年
の
干
ば
つ
に
よ
る
、
水
稲
お
よ

び
、
蚕
繭
の
保
険
金
を
年
度
内
に
、
各

農
家
に
配
分
で
き
る
よ
う
予
算
化
さ
れ

た
も
の
で
、
二
百
六
十
万
四
千
円
を
追

加
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
会
計
の
予
算

総
額
は
、
千
六
十
六
万
円
に
な
り
ま
し

た。

陳

情

①
長
期
療
養
者
へ
の
期
末
扶
助
予
算
化

の
件
が
提
出
さ
れ
、
こ
れ
を
採
択
、
理

事
者
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

喝

事

也

常

風

芳
三
固
定
例
町
議
会
で
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
て
い
た
、
長
浜
町
本
町
二

丁
目
と
三
丁
目
の
日
覆
設
置
賛
助
成
の

件
は
、
委
員
長
か
ら
採
択
の
報
告
が
あ

り
、
理
事
者
に
送
付
さ
れ
る
と
と
に
な

り
ま
し
た
。
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J 一一一一ーー

一
N
H
K学
園
高
等
学
校
一

一

生

徒

募

集

一

N
H
K
学
園
高
等
学
校
で
は
、
昭
和

四
十
三
年
度
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま

す。
門
特
色
】

N
H
K
の
放
還
を
利
用
し
働
き
な
が

ら
、
四
年
間
で
、
高
校
卒
業
の
資
格
が

得
ら
れ
る
通
信
制
高
校
で
す
。

【
入
学
資
格
】

中
学
卒
業
者
、
卒
業
見
込
み
者
、

ζ

れ
と
同
等
の
学
歴
を
有
す
る
者
。
戸
男

女
年
令
の
制
限
な
し
〉

【
願
書
受
付
期
間
】

昭
和
四
十
三
年
二
月
二
十
日
か

E
、

三
月
二
十
日
ま
で
。

な
お
、
願
書
そ
の
他
く
わ
し
い
入
学

案
内
の
ど
入
用
の
方
は
、
三
十
五
円
切

手
同
封
の
う
え
、
松
山
市
堀
之
内
五
、

N
H
K
松
山
中
央
放
送
局
「
N
H
K
学

園
」
係
あ
て
、
ど
連
絡
く
だ
さ
い
。

福
祉
が
さ
を
返
し
て
く
だ
さ
い

長
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
好
意
に

よ
っ
て
、
町
内
の
各
駅
に
、
「
福
祉
が

さ
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
人
々
の
善
意
に
よ
っ
て
、

お
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
ど
し
ど
し

お
気
軽
に
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
使
用
に
な
っ
た
場
合
は
、

必
ず
も
と
の
場
所
に
返
し
て
く
だ
さ
い

25日

-

.~ 



wv
香

典

返

し

を

寄

付

一

一

大
字
今
坊
の
津
田
駒
太
郎
氏
は
、
三
一
一

万
円
を
香
典
返
し
の
か
わ
り
に
、
「
長
一
一

浜
町
社
協
の
事
業
資
金
に
充
当
し
て
ほ
一
一

し
い
」
と
、
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
一
一

寄

付

さ

れ

ま

し

た

。

一

…

V
納
骨
塔
建
設
資
金
の
一
部
一
一

に
と
一
万
円
を
寄
付
一
回

大
字
出
海
の
木
田
信
子
氏
は
、
一
万
一

円
を
、
老
人
ホ
|
ム
白
山
国
の
納
骨
塔
一

建
設
資
金
の
一
部
に
充
当
し
て
ほ
し
い

と
、
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
討
さ

れ
ま
し
た
d
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門
医
学
の
部
〕

ガ
ン
は
こ
わ
く
な
い
(
中
山
恒
明
)

か
ら
だ
と
病
気
(
朝
日
新
聞
社
)
ワ

ν
ン
ト
ン
国
立
絵
函
館

病

気

百

科

パ

リ

国

立

近

代

美

術

館

ガ
ン
の
薬
(
寝
村
陽
太
郎
)
グ
ア
一
ア
カ
γ
美
術
館

病
気
の
な
い
世
界
(
柳
沢
文
正
〉
東
京
国
立
美
術
館

長
生
き
健
康
の
秘
密
(
近
藤
宏
二
)
大
英
博
物
館

長

生

き

を

す

る

研

究

門

そ

の

他

の

部

〕

現
代
を
健
康
に
生
ぎ
ぬ
く
に
は
社
会
教
育
必
携

(
杉
埼
コ
一
郎
)
動
物
界
の
驚
異
と
神
秘

現
代
人
の
精
神
衛
生
(
相
場
均
)
園
芸
全
書

門

歴

史

の

部

〕

新

し

い

読

書

指

導

日

本

文

学

の

歴

史

都

市

化

時

代

の

日

本

経

済

新

十

八

史

略

こ

と

ば

の

博

物

誌

日

本

女

性

史

四

冊

キ

ャ

ン

プ

カ

ワ

ジ

セ

リ

ン

グ

世

界

の

歴

史

十

五

冊

世

界

の

旅

門

美

術

の

部

〕

現

代

経

営

の

ピ

ジ

ヨ

ジ

(

北

野

利

信

)

ル

ー

ブ

ル

美

術

館

(

お

わ

り

)

L
i
l
i
-
-
!

一
平
和
で
す
。

寸
寸
削
ぺ

f
i
v
-
-

一
こ
と
し
は
、
明
治
百
年
、
戦
後
二
十

L
ト

〉

百

仰

と

に

問

己

百

一

体
に
吋
新
葬
7
A
E

一
三
年
、
そ
し
て
、
合
併
十
三
年
の
新
春

冨

一

で

す

0

0
一
九
六
八
年
は
、
静
か
に
明
る
く
一
一
九
六
八
年
こ
そ
、
長
浜
町
の
み
な

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
一
さ
ん
に
と
っ
て
、
よ
い
年
で
あ
り
ま
す

τ日
ょ

う

お

析

り

い

た

し

ま

す

。

聞

け

山

。

二

十

三

と

い

う

数

字

で

思

い

出

さ

れ
る
の
は
、
女
性
の
結
婚
適
令
期
で
す

終
戦
時
に
出
生
し
た
女
性
は
、
早
く

も
、
結
婚
適
令
販
に
達
し
ま
し
た
o

z

?

に
歳
月
の
流
れ
る
の
は
早
い
も
の
で
J
'

一

〈
〉
最
近
は
、
三
十
才
ま
で
に
、
コ
一
人

子
供
を
生
ん
で
、
三
十
才
以
後
は
生
ま

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
つ
つ
あ
り
、

そ
の
為
か
、
女
性
の
結
熔
年
令
が
早
く

な
っ
て
ま
ま
し
た
。

医
学
的
に
い
っ
て
も
、
三
十
才
位
ま

で
に
生
れ
た
子
供
程
、
健
康
で
、
優
秀

な
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
上
、
五
月

に
生
れ
た
子
供
が
最
優
秀
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

A
V
あ
な
た
の
住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る

地
区
の
、
ど
ん
な
小
さ
な
ニ
ュ
ー
ス
で

も
話
題
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
ど
ん
ど

ん
教
え
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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